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動物学専攻芯長琉学分科
氏 名 学年 指申教官 研究テーマ




広谷 彰 D6 杉山幸丸 トナカイ牧畜民の研
究
大井 徹 D5 加納隆至 スマトラのブタオザ
ルの社会生態学的研
究








山下晶子･Dl 大曲 約 神経系の個体発生
井上夫稚 M2 竹中 修 DNA多型を用いた
ニホンザルの父子判
定
小林 隆 M2 加納隆至 都井岬の半野生馬の
社会生態学的研究
鈴木良太 M2 竹中 修 分子進化によるテナ
ガザルの系統解析
中村克樹 M2 久保田放 情動や記憶における
肩挑核のはたらき
Soumah M2 杉山幸丸 苗崎山におけるニホ
霊長頬の免疫学的特 AlyGaspard ンザルの社会的地位
性の解析 と採企戦略




氏 名 学年 指導教官 研究テーマ
板倉昭二 D3 三伏靖子 頬人猿の社会的概念
に関する実験的研究
五百部裕 D3 加納隆至 ピグミー チンパンジー
のオスの社会学的研
究
中川尚史 D3 杉山幸丸 バタスモンキーの採
食生態学的研究





伏見忠夫 D2 重伏靖子 霊長類のコミュニケー
ションに関する実験
的研究
室山泰之 D2 杉山幸丸 チンパンジーの社会
生態学的研究
大石苗生 Dl 久保田放 前頭燕の機能と伝道
物質の関係について
小林秀司 Dl 江原昭酋 ティティ屈(Genus
Cbllcebus)3種の
関係の研究
松村秀一 Ml 加納隆至 ニホンザルオス間の
社会的相互作用
橋本千絵 Ml 加納隆至 野生ニホンザルの採
食戦略
宮地剛士 Ml 久保田放 前頭前野における視
覚性刺激のはたらき
研 修 員 (昭和63年皮)
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西川ft士 大島 耐 震良枝の生殖生 63.5.1
理に関する比較 !
内分泌学的研究 元.4.30




竹中晃子 竹中 修 マカカ属グロビ 63.8.1
ン退伝子と遺伝 i
子宝復 元.7.31








後藤 啓 中村 伸 霊長類の血液凝 元.3.1
固機構に関する i
研究 元.3.31











村山裕一 竹中 修 二ホンザル白血 63.5.24
球に対するモノ i
クローナル抗体 元.3.31














森 明雄 (京大 ･霊長研)｢カメルーン国の熱
帯多雨林におけるハネ昆猟について｣
第3回 :昭和63年7月14日




































































tailed macaques (Macaca nemestrina
nemestrina)inwestSumatra,Indonesia.
(インドネシア､西スマ トラにおける野生ブ
タオザルの社会生態学的研究)1989年3月23
日取得.
吉久保fi- ･.Speciesdiscrimnationandclassi-
ricationaccordingtotheconcept"Rhesus
macaque"byrhesusmaCaqueS(〟αCαCα
mulalta).(アカゲザルの､｢マカゲザル｣
概念による和の弁別と分頬行動)1989年3月
23日取得.
理学博士 (課程)(歪長巧学専攻)
中川尚史 :FeedingstrategiesofJapanesemon-
keys.(ニホンザルの採食戦略)1989年3月
23日取得.
理学博士 (論文) (正長頬学専攻)
松沢哲郎 :Hierarchyorvisualperceptionina
chimpanzce(Pantroglodytes).(チンパン
ジーの祝知記の階層)1989年1月23日
理学修士 (歪技研学申攻)
井上美穂 .･PaternitydiscrimnationofaJapa-
nesemonkeytroopbyDNAfingerprinting.
(DNAの多型を用いたニホンザルの父子判
定).
鈴木亮太 :Molecularphylogenyorthegibbons.
Restrictionmapanalysisofa-globingene
ramily.(α梯グロビン退伝子から見たテナ
ガザル属の系統).
アリ-ガスバールニスマ:Thedietcomposition
orJapanesemonkeysinrelationtotheir
socialstatus.(祉会的地位との関係におけ
るニホンザルの採食戦略).
中村克樹 :Neuronalactivitiesintheamyg-
dalaorrhesusmonkeyduringavisualre-
cognitionandmem?rytask･(視覚性の認
知や記憶に関連したアカゲザル扇桃核ニュー
ロン活動).
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